日韓比較民俗学の試み : 清明と寒食をめぐって by 竹田 旦
































－ 3 － 



























稲作は年間 2 回作、つまり 1 年に 2 度田植えを行い、2 度稲刈りをするふうで、その第 1 期作




2 回作の第 1 期作が主作となり、陰暦 10 月に「種取り」と称して苗代に稲の籾種を播く祭りを
催し、翌年 5 月に第 1 段の収穫祭に当たる初穂祭りとして「五月ウマチー」を行い、そして 6







































－ 5 － 
ただしオルビョ系の呼称は聞かれず、慶尚北道の安東市地方に伝えられるプッパシム（풋바심）
のプッという語が、初穂を意味するようである。このように、韓国でも穂掛けの行事、すなわ
ち第 1 段の収穫祭が、大名節の秋夕を目指すものであったと見られる。 
以上を要するに、日韓両国において、いずれも第 1 段の収穫祭には、日本では「盆」、韓国で
は「秋夕」に迎える祖先に新穀を捧げたいという「薦新」の意識が含まれており、構造として








十四節気」の 1 節気で、冬至より起算して 105 日目、陽暦の 4 月 4 日か 5 日、陰暦に直すとお
およそ 3 月の初めに訪れた。これが中国の「清明節」「三月節」の起こりである。この頃、華北
の気候は陽春となり、木々は芽生え、春の農耕が開始される時期であった。また、華中の稲作
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それを清明に際して実施するふうであった。かつては元旦・上元（陰暦 1 月 15 日）・寒食・端















族や華北の蒙古族等の間でも挙行されている [鄭・張 1987 235]。 
③ 沖縄の「清明祭」…沖縄県でも、沖縄本島の中部以南の各地で「清明祭」が盛んに行わ





沖縄の清明祭は、18 世紀に中国漢族の習俗を受容したものと言われる。沖縄へは 14 世紀末


















として陰暦正月 16 日の「ジュウルクニチー」が指摘される〔上江洲 2008 20〕。この日は、
「グショウ（後生）の正月」とも呼ばれ、墓掃除・墓参りが行われるのである。元来、正月は
吉事で 15 日までつづき、16 日になって初めて凶事としての墓参りが許されたと言われる。 
沖縄本島の陰暦 1 月は、稲作の暦では 5 月の「穂掛け」、6 月の「大祭り」の遥か以前、まだ
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この日を期して「節祀」「茶禮」と呼ばれる祖先祭祀が催されたのである。行事の内容としては、
























しておこう。(1)前 7 世紀、春秋時代の 1 国、晋の献公の太子、重耳は王室の内紛に巻き込まれ、













く守られて来たことも確かなのである。2008 年 4 月には、彼の故郷とされる山西省介休市綿山
で、「中国清明（寒食）文化祭」が初めて開催され、介子推追想式など数々の記念式典が挙行さ
れたとのことである〔人民日報インターネット版 2008 年 4 月 9 日〕。 
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しかし、中国で寒食節が衰滅したのは、かなり以前のことであった。歴史を振り返れば、寒
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